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【今月号の表紙】How can this task be done?（この課題、どうすればいいかな）

特集1

特集2

特集3

MSEを、穴埋め式看護記録で
練習してみよう

精神科で看取るために必要な
技術と考え方（後編）

当事者研究を、病院で一番深刻なケースに
導入してみた件。

「MSEを用いたSOAP記録の仕方」「Sデータを引き出すこんな質問」｜武藤教志（宝塚市民病院）
「事例で考えてみよう。練習問題＆答え」｜小野悟（岐阜病院）

意思決定、症状コントロールなど｜松谷典洋
最期の医療どこまで問題とQOLをめぐって｜高山成吉、有本妥美（井口野間病院）

内的世界と自己対処、対人関係に変化が見られたケース｜山村卓（花巻病院・臨床心理士）
支援者モードが薄まり、病気を共に乗り越える協力者の関係へ｜星川亜未（旭山病院・ソーシャルワーカー）
レビー小体型認知症を持つ人にも変化が！｜澤田萌（江別すずらん病院・CNS）

次 号 予 告 　2018年7月号

▶課長の伊藤と申します。いつも『精神看護』を読んでくださりありがとうご
ざいます。▶弊誌では昨年から連載「精神看護専門看護師って何する人？」
を開始し、CNSの活動を紹介してきました。そして本号の特集では「委員会
＋CNS」が生み出す力に注目。その成果に興奮しました。▶とはいえ特集
名「委員会、このままでいいの？」を見てまず私が思ったのは当然「このまま
でいいんかい？」にしなくていいんかい？（ループ）でした。聞けば、かなり悩ん
でやめたとのこと。さすが含羞の人、石川です。（伊藤＠ヘルプ）
▶特集「精神科で看取るために必要な技術と考え方（後編）」は、ページ
の都合でさらに7月号に遅らせていただきました。お待たせしてすみません。
（石川＠毎回ヘルプしてほしい）

編集後記

＊予定ですので、著者、内容含め変更になる場合があります。

特別記事
オープンダイアローグ、 
実際にやってみたらこうでした 

「なぜ私たちは楽しくなってしまったか」
◎だるまさんクリニックのスタッフ
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